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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
南アジアを中心とする過去 10 年間のアブラヤシ産業の着実な成長により、副産物で















べた課題の解決に向けて、固形廃棄物である OPF や EFB を再生利用するためにアブ
ラヤシ工場で生産する水蒸気を使った水熱プロセスを利用する方法を提案している。木




























学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文に関しては、内容については特に指摘はなかった。英文について数箇所指摘が
あったため、指摘に従い、速やかに修正を行った。また、公聴会では、他研究室からの
参加者も含め１５名の出席者があった。審査委員からは将来の進歩性について本研究の
コンセプトに基づいて実際のパーム搾油工場へ技術をインストールする点について、将
来のゼロエミッションに向けたアプローチについても提案・言及することなどコメント
が有った。また、反応条件の最適化や吸着実験方法に関する質問があったが、いずれも
著者の説明によって質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
